
- 1 - 

 助成番号    

研 究 成 果 報 告 書 
 

（国立情報学研究所の民間助成研究成果概要データベース・登録原稿） 

 

研究テーマ 
（和文） ＡＢ 

ヒドロキシオキシム系抽出剤による Cu，Ni および Co の溶媒抽出分離プロセスの開発 

研究テーマ 
（欧文） ＡＺ 

Development of Separation Process of Cu, Ni and Co with Hydroxyoxime Extractant 

研 
究氏 
代 
表名 
者 

ｶﾀｶﾅ ＣＣ 姓） ニイナエ 名） マサカズ 研究期間 Ｂ  ２０１６ ～ ２０１７ 年 

漢字 ＣＢ    新苗    正和 報告年度 ＹR  ２０１７ 年 

ﾛｰﾏ字 ＣＺ Niinae  Masakazu 研究機関名 山口大学 

研究代表者 ＣＤ 
所属機関・職名 

山口大学大学院理工学研究科環境共生系専攻・教授 

概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 

ヒドロキシオキシム系抽出剤は，銅に対して高い抽出性および銅と他金属との高い分離性を有する抽出剤と

して知られている。しかし，酸浸出液中のコバルトの抽出曲線はニッケルの抽出曲線と近接し，両金属の分離

性が悪いこと，また，ヒドロキシオキシム系抽出剤で抽出したコバルト(II)が有機相中で空気によりコバルト

(III)に酸化されることで逆抽出が困難なことが指摘されている。しかし，一次資源，二次資源に係わらず，湿

式プロセスによる金属回収では，多くのケースで銅，ニッケル，コバルトが共存し，それらの分離が重要とな

る。したがって，銅に対して抽出性が高く，さらに，他金属との分離性が良好なヒドロキシオキシム系抽出剤

によりニッケルを抽出し，コバルトを抽出することなく両者を分離できるプロセスを開発できれば，溶媒抽出

工程の簡略化およびヒドロキシオキシム系抽出剤の用途拡大につながる。 

本研究では，アンモニウム塩水溶液中で 3 価のコバルトが安定に存在できることに着目し，アンモニウム塩

水溶液中でコバルトを 2 価から 3 価に強制的に酸化させることで， ヒドロキシオキシム系抽出剤（ACORGA 

M5640）によるコバルトの抽出を極力抑制し，抽出段階で銅，ニッケルを優先的に抽出することを目的に，基

礎的な検討を実施し，以下のような結果が得られた。 

酸素酸化等によりコバルト(II)をコバルト(III)に酸化することで，pH 4 以上でコバルトの抽出率が大きく減

少した。これは， コバルト(III)が pH 4 以上で安定なヘキサアンミンコバルト(III)錯イオンを形成したためと

考えられる。一方，過酸化水素等の添加は，銅，ニッケルの抽出性に殆ど影響せず，銅は pH１以上で，ニッ

ケルは pH 4 以上で高い抽出性を示した。また，有機相に抽出されたニッケルおよび銅は，コバルト(III)と違

って希酸で，また，銅は弱酸で容易に逆抽出でき，ニッケル，銅を選択的に逆抽出できる。したがって，コバ

ルト(II)をコバルト(III)に酸化することでその抽出を極力抑えて銅，ニッケルを優先的に抽出し，希酸でニッケ

ルを，また，銅を弱酸で優先的に逆抽出した後に有機相に残るコバルト(III)を光還元法等で逆抽出すれば，こ

れら金属の相互分離が可能であることが分かった。 
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欧文概要 ＥＺ 

 

The separation of nickel(II), copper(II) and cobalt(III) obtained by oxidizing Co(II) from ammoniacal 

solutions with ACORGA M5640 (5-nonylsalicylaldoxime) as an hydroxyoxime extractant was 

investigated. The extraction of cobalt(III) decreased significantly due to the formation of Co(NH3)63+ 

above pH 4. Meanwhile, the extraction of copper and nickel increased above pH 1 and 4, respectively. The 

separation efficiency of nickel and cobalt is sufficiently improved due to the oxidation of cobalt(II) to 

cobalt(III) in the ammoniacal solutoions and copper and nickel could be extracted preferentially from 

cobalt(III) with ACORGA M5640. 

 


